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一橋出版『情報処理』

２年生

教材プリント

２、科目の目標

１、教科書・副教材

３、学習の計画

・ワープロソフトの利用方法およびタッチタイピングによる入力方法をマスターする。
・表計算ソフトの利用を通じて関数の意味やその目的を理解する。
・プレゼンテーションソフトの利用方法をマスターする。

定期考査（実技・または筆記）による評価。
出席状況および授業態度を重視します。

４、評価の方法

３
　
学
　
期

１月

２月

３月

プレゼン
テーションソ
フトの利用

Microsoft　PowerPointによる
プレゼンテーション用のスラ
イドの作成（修学旅行） 学年末考査

時数（予定）

２
　
　
学
　
　
期

１０月

１１月

１２月

１０

１２

８

１２

Microsoft　Wordによる文書
作成および編集
全商ワープロ検定２級または
３級を合格目標とする。

７月

８

９月 表計算ソフト
の基礎～応
用

Microsoft　Excelよる表作成
および編集
グラフの作成・関数の利用に
よる表の作成

中間考査

中間考査

期末考査

この授業はコンピュータを使った実習です。毎時間の積み重ねで技術を習得します。

１
　
　
学
　
　
期

４月

期末考査

学　　習　　の　　内　　容

５月

６月

ワープロソフ
トによるタイ
ピング練習・
文書入力

極力欠席をしないように努力してください。
実習なので、課題の提出がなければ成績がつきません。かならず提出してください。

学習の手引き（シラバス）

課題研究（文書処理）教科名

考査範囲

授業中に課した課題の提出。

５、学習にあたっての注意とアドバイス


